
　限られたマンパワーのなかで、入院中のすべての患者に同じレベルの口腔ケア
を行おうとすると、どうしても無理が生じます。「何のために口腔ケアを行うのか」と
いう目的を見直し、より口腔ケアの効果が期待できる患者に適切なケアを提供する
ことができれば、これまで以上に効果を実感することができるはずです。
　ここでは誤嚥性肺炎、人工呼吸器関連肺炎、がん患者、歯周病と糖尿病とい
う4つの対象別に口腔ケアを解説します。

対象別
口腔ケアの

ツボ

特集
全身疾患と
口腔ケア

1 誤嚥性肺炎

2 人工呼吸器関連肺炎（VAP）

3 がん患者

4 歯周病と糖尿病
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